小児肥満とその対策（重症化傾向の出現との関連において）
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【目的】成人期の肥満の予防には、発達期が重要である。【資料及び方法】CDC 2000 (US) から身長、体重、BMI charts を、学校保健統計から 身長と体重の相関表(1996-2005年, 5-17歳)を用いた。身長(1cm)別の体重分布を plot し 身長から基準体重(SBW)を回帰し、その20%増を obese、 40%増を extremely obese とした。BMI charts の日米比較を行った。

【結果】身長(H) から 基準体重を求める回帰式を得た。

男児：SBW= 108.09 - 2.195×H + 0.0151×H2-0.000022896×H3
女児：SBW= 259.38 - 5.474×H + 0.03816×H2 -0.000075255×H3
最終身長時においては、SBW は BMI=20, obese は BMI=25, extremely obese は BMI=30 によく一致した。男児では、2～3%が extremely obese であった。男児extremely obese の出現時期は、身長が 130cm～140cmに達した後、即ち年齢9-10-11歳にて著明に増加した。

　US-Japan BMI charts（男児）の比較においては、median値は 5-17歳の広い幅に於いてよい一致を示した。女児においても 5-11歳においてよく一致したが、12-16歳においては、日本のBMI値のほうが大きな値を示した。95th パーセンタイル値は、男児では、9-10-11歳において、日本の値が CDC2000値を上回った。女児では、10歳あたりまでは、日米 BMI 値はよく一致したが、それより上の年齢では US BMI値が大きく上回った。

【考察とまとめ】今回の解析から、男児の extreme obese 出現時期が 小学校高学年（9-10-11歳）と注目された。このことは、reference US CDC2000 BMI Charts との比較にて良く浮かび上がった。（CDC2000 BMI Chartsは, NHES II (‘63-’65) ages 2-20; NHES III (’66-’70) ages 6-12; NHANES II (’76-’80) ages 2-20; NHANES III (’88-’94) ages 2-6 を用いて作成されたが、NHANES III の6歳以上は BMI値の上昇を懸念して除かれた）。女児は最終身長に早く達し（中学校：12-14歳) 、この時期BMI値の獲得が大きかった。

男児９歳は「思春期促進現象」の準備期として注目したい。小学校入学時では年あたりの身長の伸びが６cmあったものが、５cm ほどへと、伸びが小さくなり（村田）、背景に慢性的な over-energy-intake が存在すれば、 obese ( extremely obese と移行しやすいことが考えられる。女児においては、小学校の後半期は成長期にあたり、慢性的な over- energy-intake があっても その影響は、その後の最終身長に達した時期に出現しやすいことが考えられる。

以上、我が国に於いても発達期の肥満対策はより若いときから、即ち、小学校入学以前からを視野に入れてなされることが重要と結論する。
